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屋外凡例

：一般車用駐車場

：屋外広場

：桜の小径テラス

：駐輪場

：業務用及び中継車等駐車場

：バックヤード、避難経路

：歩行者アプローチ

屋内凡例
：ホールエリア

：文化芸術エリア

：災害文化エリア

：広場エリア

：運営エリア

：共通エリア Xc1

a19 XX：機械エリア
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一般利用者車両
　　出入口

　搬入車両、施設関係者車両
　  　　　　出入口

歩行者用
出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口

EV

EEPS1E

PS

歩行者用
  出入口
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GL+1000

一般利用者車両
　　出入口

　搬入車両、施設関係者車両
　  　　　　出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口

歩行者用
  出入口
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仙台の多様な音楽・演劇活動が
共存する

ある特別な瞬間に一つになるたくさんの思いが共存する

音楽の力で

多様な記憶と活動がつながる場所

⽂化芸術や災害⽂化の活動をする⼈、鑑賞や⾒学に訪れる⼈、施設でゆっくりと過ご
す⼈など、多様な⽬的や思いを持った、たくさんの⼈々が共存できる場所がある。
そうした活動の息づかいを互いに感じられる空間とすることで、緩やかなつながりが
⽇常的に⽣まれる。

■コンセプト：たくさんの/ひとつの響き

多様な記憶や想い、活動が共存し響き合うこと（たくさんの響き）と、それらが時には
ひとつにつながること（ひとつの響き）で連鎖していき、⼈と⼈、過去と未来が結びつ
く。⽂化芸術と災害⽂化が多層的に交わる空間の中で、まちを豊かで強靭にする仙
台ならではの⽂化を創造し、世界に向けて発信する。
吹抜け空間は、誰もが気軽に訪れられる憩いの場であり、⽂化芸術と災害⽂化の融
合の象徴的空間として、特別なイベントにおいて⼈々をつなぐ役割を発揮する。

様々な諸室・機能・居場所がロビーの吹抜
に⾯して１つに繋がるような配置計画

■平⾯計画
・駅に近い南側に屋外広場、敷地の中央に複合施設の中⼼となるロビーを配置し、
ヴォリュームのある⼤ホールは北側に配置する。
・ロビー吹抜に施設のあらゆる諸室が⾯する建築計画とし、屋内外の⾒通しがよく、
また多様な活動が繋がる平⾯計画とする。

■断⾯計画
・国際センター駅側（南側）から⾒て、北側にいくにつれて屋根が上がっていくよう
な断⾯とし、駅からの来館者への圧迫感を低減する
・ロビーの吹抜を取り囲むように、災害⽂化、⽂化芸術、運営エリアを配置し、多様
な居場所・活動が共存できる⽴体的な空間を計画する

配置図兼１階平⾯図

ロビーエリア 南北断⾯図
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01 設計コンセプト
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02 計画概要
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凡例

：一般車用駐車場

：屋外広場

：桜の小径テラス

：駐輪場

：業務用及び中継車等駐車場

：バックヤード、避難経路

：歩行者アプローチ
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03 配置計画

■建築配置
・敷地に合わせ建物を南北⽅向に少し⻑い形状の計画とし、南東側をメインエントランスとする。
・⼀般⾞⽤駐⾞場と⼀般⾞⽤ロータリーを建物南⻄側に配置し、⾞利⽤者が建物にアプローチしやすい計画とする。
・内部空間と外部空間を連続的に利⽤できるよう、建物東に桜の⼩径テラス、南側に屋外広場を計画する。
・南側に配置したロビーの屋根を地上に向けて段々状に低く抑えつつ、⼤ホールのフライタワーを北⻄側に配置することで、敷
地南側の国際センター駅や屋外広場、敷地東側の広瀬川への圧迫感を低減しつつ開かれた計画とする。

■歩⾏者⽤の敷地への出⼊り⼝
・利⽤者⽤のエントランスは南、⻄、東側に⼀か所ずつ、施設関係者(管理者や公演関係者)のエントランスは⻄側に⼀か所設置
し、利⽤者動線と管理者動線を明確に区分する。主要な利⽤者のエントランスは国際センター駅の東側出⼊⼝に近い、屋外広
場に⾯する南側のエントランスとする。

■⾞寄せ、駐⾞場
・⼀般利⽤者⽤の駐⾞場出⼊⼝を敷地の⻄側中央に計画する。
・バス及び搬⼊⾞両、施設関係者⾞両の出⼊り⼝を敷地の北⻄側に計画する。
・⾝障者⽤駐⾞場は建物⻄側のエントランスにもっとも近接する位置に計画する。

■駐輪場
・建物南⻄⾓に施設⽤駐輪場を計画する。
※南⻄の市営駐輪場は敷地外であり、本施設とは別の管理を想定。


